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音声・音響情報処理 
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音声・音響情報処理とインデキシングの検討 

研究目的 
近年，センサネットワークに代表されるように，至るところにセンサが設置されている．そこで本研究は，音声・音

響・映像センサを用い，常時かつ長期間にわたり音声(話者)を含む環境情報をインデキシングしつつ記録するシステム

の構築を目的とする．記録情報にインデックスあるいはアノーテイションを付与することにより，情報検索が容易とな

る．従来は，講演会や映画等，ある特定時間内の音声と映像を対象とした研究が多く，検索対象以外の情報は捨ててい

た．本研究では，音声と映像に加え音響情報を用いることにより，記録対象の環境情報(環境変化や状況等)について幅

広くインデキシング(Rich Indexing)し，さらに多くの付加情報を得ることが可能となる．しかし複数センサを常時かつ

長期間用いるには，数多くの情報処理を並列に行う必要があり，また情報処理の要不要や優先順位を状況に応じてその

動作を制御し，限られた計算機資源と記録装置を有効利用する必要がある．  
そこで，次に示す 2 つの研究課題について研究を進める． 

(1) 音声・音響・映像データに基づくインデキシング手法の確立 : これまでの検索対象である音声と映像情報に加え，デ

ータ収集環境に関する情報が含まれる音響データについてもインデキシングすることにより，検索精度の向上と情報の

付加が可能となる．例えば音響データには，ドアの開閉等の環境変化や音源の種類や位置等，様々な情報が含まれる．

(2) 大容量データの効率のよい蓄積手法の確立 : センサ情報はリアルタイム処理が必要なものとそうでないものに分

けられる．また長時間データには処理が不要な期間も混在する．人間の睡眠覚醒機能を数理モデル化し，複数セン

サから得られるデータに対し実行する様々な並列情報処理を動的に制御する手法を提案 (研究業績 三河の 1, 3, 6, 
7 及び受賞歴[2]参照)しており，本手法の応用により，必要な情報処理を必要な時に実行，つまり並列に動作する複

数の情報処理の動作を動的に制御することができ，効率のよいデータ蓄積が可能となる． 

研究成果 

知覚センサのうち視覚センサを用いた視覚情報処理に関して，複数の視覚センサ，複数の外部情報処理/

内部情報処理に適用可能な意識レベルを表現する数理モデル及びセンサ情報を効率よく記憶するための記

憶システムを設計・改良し，実機を用いた実験により，その有効性を確認した．これらの研究成果は SICE2006 

(International Conference on Instrumentation, Control and Information Technology) や日本ロボット学会，日本

知能情報ファジィ学会において発表した．  

知覚センサのうち音響センサを用いた音環境認識に関して，複数のマイクロホンをセンサとする環境雑音の

低減処理手法の開発，および複合環境音の分離認識システムの開発を行なった．これらの研究成果は

ICSLP2004(International Conference on Spoken Language Processing)や日本音響学会において発表した． 
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